
当院では妊婦の皆さまがより安心して出産に臨めるよう、 2025年10月より 「無

痛分娩 （硬膜外麻酔および脊髄くも膜下麻酔）」 の提供を開始いたしました。 当面の

間は経産婦さんのみを対象に、 計画分娩で行います。

無痛分娩とは、 出産時の痛みを軽減するために麻酔を用いる方法です。 背中の奥

へ鎮痛薬を直接注入したり、 注入するための管を入れ、 分娩まで適宜鎮痛薬を追加

したりします。 これは無痛分娩のときのみに用いられる方法ではなく、 手術や手術後

の痛み止めの目的で日常的に使われている方法でもあります。

痛みへの不安が軽減されることで、 出産に対する精神的な負担が和らぎ、 より穏

やかな気持ちで赤ちゃんを迎えることができます。 また、 体力の消耗を抑えられるた

め、 産後の回復もスムーズになる傾向があります。

全国的に無痛分娩を行う医療機関は増加しています。 東京都では2023年の分娩

56892件のうち19342件が無痛分娩で行われており、 実に約３割もの方が無痛分

娩をされています。 しかし西多摩医療圏ではこれまで無痛分娩を取り扱う医療機関が

わずかしかなく、 小児科、 麻酔科、 救急科をもつ総合医療センターでの無痛分娩を

望む声が年々高まっておりました。

当院では麻酔科専門医と産婦人科医が連携し、 安全性を最優先に、 母体と赤ちゃ

んへの影響を最小限に抑えながら分娩をサポートいたします。

メリットの多い無痛分娩ですが、まれに起こる合併症への不安をお持ちの方もいらっ

しゃると思います。より詳しく知りたい方はJALA（無痛分娩関係学会・団体連絡協議会）

のホームページ （https://www.jalasite.org） などもご覧になってみてください。

病院ホームページの 「無痛分娩について」 にもご説明を掲載しております。

また、 東京都は2025年10月より無痛分娩費用助成事業を開始し、 都民の方には

硬膜外麻酔を用いた無痛分娩に対し10万円の助成金が交付されることとなりました。

詳しくは東京都福祉局　無痛分娩の項目をご覧ください。

無痛分娩をご希望、 ご検討の方は、 妊婦健診時に医師または助産師へお申し出く

ださい。皆さまの出産がより良いものとなるよう、

スタッフ一同、 心を込めてサポートいたします。

１）本館開院後の診療の状況ついて

令和5年11月に新病院本館が稼働開始して約2年が経過しました。 救急科医師は

7人に増え、 院内診療科と協力して365日24時間の救命救急医療を担っています。

令和6年度の救急外来の患者総数は21,972人、 救急車受入れは5,724台とそれぞ

れ過去最高となり、 救急車の受入れ応需率は多摩地区8箇所の救命救急センター中

で第1位、 ヘリ応需も37件と著増しています。 小児科も西多摩医療圏唯一の24時間

対応小児救急病院として年間5,000人近い患児を受け入れています。

がん診療は、 東京都の地域がん診療連携拠点病院として、 年間のがん手術は630

件、 うち約6割を体にやさしい腹腔鏡下や胸腔鏡下の手術で行っています。 手術支

援ロボット （da Vinci） による手術も外科、 泌尿器科、 産婦人科、 呼吸器外科など

年間140件を超えました。抗がん剤による化学療法は22床に拡充した外来治療センター

で年間6,600件を行っています。 放射線治療では本年8月より強度変調放射線治療

（IMRT） を開始しました。 放射線の強さを変化させながら多方向から照射する治療

法で、 周囲の正常組織への影響を最小限に抑えつつ、 がんに集中して放射線を当て

ることができるため、 前立腺がんなど体の深いところのがんに効果を発揮します。 が

んの診断に威力を発揮するPET-CTと組み合わせて、 診断から手術、 化学療法、 放

射線治療と一貫したがん治療が可能となっています。

また、 高齢化社会を迎えて増加する心筋梗塞や脳梗塞などの心臓血管疾患、 脳血

管疾患に対しても、 これまで同様に循環器内科、 脳神経外科を中心に365日24時

間の診療を行っています。 産科では麻酔科医の協力を得て10月から無痛分娩を開始

しました。 新病院整備事業の方針として掲げた「救命救急センターのさらなる強化」、「高

度急性期医療 ・ 高度専門医療の強化 ・ 拡充」 は、 順調に進んでいると考えています。

２）新病院整備事業の現状と今後について

本年度は、 これまで救命救急センターがあった西側の 「旧新棟」 を 「西館」 として

改修しました。 本館との間は 「渡り廊下棟」 で結ばれ、 4月には渡り廊下棟の本館接

続部分 （１階ファミリーマートの奥） で講堂を本格的に使用開始しました。 毎月、 市

民健康講座として 「おうめ健康塾」 を開催しておりますので、 是非お立ち寄り頂けれ

ばと思います。 また、 夏には5階に緩和ケア病棟、 4階にこころの診療科 （旧精神科）

病棟が開棟しました。 緩和ケア病棟については本誌の2、 3面をご覧ください。 3階

に移転したリハビリテーション室では新しく外来心臓リハビリテーションが開始となっ

ています。

来年度以降は、 残っている旧東棟 ・ 旧西棟を解体し駐車場とする外構整備を行っ

ていく予定です。 建設業の働き方改革などの影響でグランドオープンは予定より遅れ

が見込まれますが、 令和11年度末のグランドオープンを目指して安全に工事を進め

てまいりたいと思っています。

３）市立青梅総合医療センターのめざすところ

新病院本館開院にあたり、 病院ホームページのキャッチコピーを 「よかった、 この

病院で」としました。 ここには、「患者さんに選んでもらえる病院」、「職員が誇りを持っ

て働ける病院」を目指したいという思いが込められています。 医療はサービス業であり、

質の高い医療を提供することは当然ですが、 同時に患者さん ・ ご家族に満足してい

ただくことが最も大切であると考えています。 患者さん ・ ご家族に「この病院にかかっ

てよかった」 と思っていただけるように、 安全 ・ 安心な医療を提供する努力を続け

ていきたいと思っています。 また、 同時に、 当院で働く職員に 「この病院で働いて

よかった」 と思ってもらえることも大切であると考えています。 そのためには、 なる

べく多くの職員の声を聴いて働きやすい環境を作り、 職員がやりがいや幸せを感じら

れる職場にしたいと思います。

これからも市立青梅総合医療センターをよろしくお願いいたします。

市立青梅総合医療センターの現状とこれから
院 長　大友 建一郎

当院HP
無痛分娩について

無痛分娩関係学会・
団体連絡協議会HP

市立青梅総合医療センター院長テレホン 青梅市生涯学習まちづくり出前講座

　病院運営などについて、 ご意見やご要望などを院長が電話でお受けします。

　詳しくは、 「広報おうめ」 毎月１日号をご覧ください。

　西多摩地域における当院の役割と新病院整備事業について、院長が出前講座をいたします。

　詳しくは、 青梅市教育委員会ホームページをご覧ください。

日頃より市立青梅総合医療センターに温かいご支援

をいただき、 心より感謝を申し上げます。 ここでは、

令和2年より進めております新病院整備事業の現状と、

私どもがめざす市立青梅総合医療センターについて述

べたいと思います。

無痛分娩開始のお知らせ 産婦人科
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私たちの緩和ケア病棟で大切にしているのは、 病気と過ごさなくてはいけない時

間を、 安心して 「その人らしく」 過ごしていただくことです。 痛みやつらさを和らげ

る医療だけでなく、 好きなテレビを観たり、 好きな音楽を聴いたり、 ご家族と穏や

かな時間を過ごしたりと、 心が少しでもやわらぐひとときを大切にしています。

入院生活では季節を感じることが少ないため、 季節

ごとの行事や飾りつけを行い、 小さな楽しみになれば

と考えています。 そのようなイベントは患者さんやご

家族も一緒に行っていただくこともできます。 「ここな

ら安心して穏やかに過ごせる」 とご本人、 ご家族に感じていただ

けるよう、スタッフ一同、寄り添いながら支えさせていただきます。

院内の庭園へのお散歩

愛犬と涙の再開

待望のお孫さんとの面会
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Aさん(70代 ・ 女性)
「治療の副作用で食欲がなくなり、 何も食べ

られなくなってしまいました。 主治医の先生が緩
和ケアチームに相談してくれたら、 栄養士さんが
食事内容を調整してくれたり食べやすい工夫を教
えてくれて、 薬剤師さんも吐き気を抑える薬を調
整してくれました。 少しずつ食べられるようになっ
て、 体力も回復してきました。 これからもこの辛
い治療を続けていくのか…と落ち込んでいたとこ
ろに来てくれて、 これからも頑張って治療を続け
ていこうという気持ちにさせてくれました。」

Bさん(60代 ・ 男性)
「治療で仕事を休まなければいけないことも

多く、 不安で夜も眠れなくなることも多々ありま
した。 そんな中で、 心理師さんやこころの診療科
の先生が話を聴きに来てくれたり、ソーシャルワー
カーさんが社労士さんに繋いでくれたりしたので、
不安が軽減し睡眠薬を使わなくても眠れるように
なりました。 状態が落ち着いてもチームの看護師
さんが日々顔を見に来てくれるので、 申し訳ない
と思いつつもたわいのない雑談に花を咲かせて
もらい気分転換させてもらいました。」

 Cさん(80代 ・ 女性)
「痛みがひどくて、 入院してからは希望もなく

ただ毎日過ごしているだけで、 早く逝かせて欲し
いと思っていました。 緩和ケアの先生が入って注
射の痛み止めに変えてもらってからは、 日に日に
痛みが軽くなりました。 もう全て終わりにしてき
たつもりだった趣味もやる気力が出てきて、 緩和
ケアの人たちが来てくれた時に成果を見せるのが
楽しみになっていました。 身体が痛くて、 精神的
にもつらい時に心のケアをしてくれたのが私にとっ
ては一番大きかったです。」

（3）https://www.mghp.ome.tokyo.jp/� ＼SNS発信中／ 【産婦人科Instagram】　　　　　　　　【救命救急センターInstagram】



　　　　　　　　　　救命救急センター （救急外来） の受診について　　　　　　　　　　

●詳しくはこちらをご覧ください 外　来 救　急 休日診療 アクセス・駐車場

●かかりつけ医を持ちましょう

かかりつけ医：健康に関することを何でも相談でき、必要な時は専門の医療機関を紹介

してくれる身近にいて頼りになる医師のことです。

かかりつけ医検索はこちら

地域医療支援病院：当院は、2017年8月29日付けで東京都知事より「地域医療支援病院」

の承認を受けました。「地域医療支援病院」は、かかりつけ医を支援しつつ、高度･専門

的な医療を提供する地域の中核病院のことです。

【対　　象】　一次救急 （直接来院）、 二次救急 （救急車）、 三次救急 （ホットライン）

【受付時間】　一次救急→平日時間外 （17時～翌朝８時）、 土日祝日 （朝８時～翌朝８時）

　　　　　　 二次救急および三次救急は２４時間対応

当院は西多摩八市町村で唯一の救命救急センターのため、 数多くの救急車を受け入れています。 重症度や緊急度、 患者さんの

状態により診察順番を決定します。 三次 （救命） 救急対応の救急車搬入を最優先とし、 二次救急の救急車搬入であってもお待ち

いただく場合があります。 来院 （受付） 順番と診察順番は異なりますので、 ご理解のほど宜しくお願いいたします。

新病院本館の１階と２階で利用可能な無料Wi-Fiです。

また、 各病棟のフロアでもWi-Fiが利用できます。

ＳＳＩＤ Free_Wi-Fi_OMC

パスワード omc18wifi
院内無料 Ｗｉ－Ｆｉ のご案内
当院では、 院内無料Wi-Fiが利用できます。

＊他院からの紹介状・書類をお持ちの方 各種書類は受付の際に 1 階 総合受付にお出しください。

＊当日の受診枠について
紹介状がない場合、 受診できる人数に限りがあります。

定員に達した場合、 時間内であっても受付を終了させていただきます。

当院を受診する方へ�外来のかかり方をご説明します(受付の流れ)
紹介状がある場合 紹介状がない場合

　 事前予約あり※1

予約時間に

ご来院ください

事前予約なし
受付時間内に

ご来院ください
（少しお待ちいただく場合があります）

選定療養費※2の
ご負担があります

受付時間内に

ご来院ください

受付時間　午前8時～11時30分

　  本館１階 ： 総合受付にて、 お手続きをいたします

※1　事前予約について

かかりつけ医に紹介状を書いてもらう際に、 あわせ

て当院の予約も行ってもらうものです。 来院時の受付

手続きの時間も短くなります。

※2　選定療養費とは

当院は地域医療支援病院の指定を受けているため、 他の医療機関からの紹介状

を持参せず受診する場合は、原則として診療費のほかに選定療養費(7,700円税込)

をご負担いただくことが法令で義務づけられています。

当院耳鼻咽喉科HP

　　　　　　　　　　一次救急（直接来院）の患者さんへ　　　　　　　　　　

青梅市休日夜間診療所でも診察しておりますので、ご利用ください。
【受付時間】 平日夜間19:45～22:30、 土曜日18:00～20:45、 日祝日9:00～21:45

古紙パルプ配合率70％再生紙を使用
石油系溶剤を含まないインキを使用
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